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令和　３年　１月  13日

協議会名：高松市離島航路確保維持改善協議会

評価対象事業名：離島航路運営費等補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

雌雄島海運株式会社
男木～高松航路
（離島航路構造改革補助有）

航路の維持と利便性の確保に
つながる施策・事業（高齢者割
引の適用及び島発往復割引の
拡大）を実施した。また、事業
者は感染防止対策に取り組
み、関係機関は安心して利用
していただけるよう周知啓発活
動に連携して取り組んだ。

Ａ

航路改善計画に基づき代
替船の令和３年３月（予定）
の就航に向けて取り組んで
いる。新型コロナウイルス
感染症の影響により実施が
困難であった事業もある
が、概ね事業計画に位置づ
けられたとおり、適切に実
施されている。

Ｂ

利用者目標701人/日
（256,737人/年）に対して、
令和2年度実績が621人/日
（227,516.5人）であった。こ
れは、計画策定時には想定
していない新型コロナウイ
ルス感染症の影響である。

「新しい生活様式」にも対応し
た事業を関係機関とも十分に
協議しながら、航路の維持と利
便性の確保につながる施策・
事業に取り組む。



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

高松市は香川県の中心部に位置し、面積は375.63km²、人口は426,120人（R2.12.1現在）である。
高松港と女木島、男木島を結ぶ離島航路(男木～高松航路）は、他に島を結ぶ航路がない唯一の航路である。両島の
住民にとっては、通院、通学を始め、日常生活の全般において、本航路の利用が不可欠となっている。そのような中、
瀬戸内国際芸術祭等のイベントや、地元、航路事業者及び行政の連携による航路維持活性化施策により、利用者は
増加しているものの、両島の住民は年々減少しており、航路事業者が単独で引き続き航路維持をしていくことは困難で
あるため、公的支援が必要な状況である。
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事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

令和　３年　１月　１３日

協議会名： 高松市離島航路確保維持改善協議会

評価対象事業名： 離島航路運営費等補助金


